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約
７
千
年
前
の
縄
文
時
代
の
貝
塚
の
中
で
、
国
内
最
大
級
の
規
模
を

誇
る
佐
賀
市
の
東
名
遺
跡
。
そ
の
遺
物
と
し
て
大
量
に
出
土
し
た
編
み

か
ご
の
復
元
作
業
を
、
東
北
大
の
鈴
木
三
男
教
授

（
植
物
学
）
ら
で
つ

く
る
研
究
グ
ル
ー
プ
が
８
日
、
報
道
陣
に
公
開
し
た
。
鈴
木
教
授
は

「非
常
に
丈
夫
で
実
用
性
が
あ
り
、
縄
文
人
の
知
恵
や
当
時
の
製
作
技

術
の
高
さ
が
う
か
が
え
る
」
と
し
て
い
る
。

縄文期のかご復元

出土 した遺物の編みかご (左下)と 復元作業中
の編みかご=佐 賀市本庄町の市文化財資料館

東
名
遺
跡
は
、
同
市
金
立
町

の
日
園
地
帯
に
あ
る
遺
跡
。
国

内
最
古
級
の
湿
地
性
貝
塚
で
、

総
面
積
は
約
１
７
０
０
平
方
財

と
縄
文
時
代
早
期
と
し
て
は
国

内
最
大
級
。
２
０
０
４
～
０５
年

技術高く「丈夫で実用性」
の
発
掘
調
査
で
、
木
や
ツ
ル
を

使

っ
た
編
み
か
ご
が
大
量
に
見

つ
か

っ
て
い
る
。

復
元
に
は
市
教
委
も
協
力
。

約
３
年
前
か
ら
材
料
の
準
備
を

始
め
、
今
月
６
日
か
ら
作
業
に

入

っ
た
。

実
際
に
復
元
す
る
こ
と
で
目

指
す
の
が
、
当
時
の
生
活
や
技

術
な
ど
の
解
明
。
当
時
の
主
食

と
さ
れ
る
ド
ン
グ
リ
の
貯
蔵
用

に
使

っ
た
と
考
え
ら
れ
、
素
材

は
九
州
地
方
に
も
自
生
す
る
広

葉
樹
の
ム
ク
ロ
ジ
と
イ
ス
ビ
ワ

を
裂
い
た
も
の
な
ど
を
使

っ
た

こ
と
が
研
究
で
判
明
し
た
。
立

体
的
に
復
元
す
る
過
程
で
、
複

雑
な
編
み
目
や
線
状
の
装
飾
も

確
認
さ
れ
て
い
る
。

同
じ
２
種
類
の
素
材
を
使

っ

て
復
元
し
、
完
成
予
定
の
編
み

か
ご
は
、
高
さ
は
８０
～
８５
考
ヽ

最
大
幅
は
３５
～
３８
考
ほ
ど
ｏ
同

グ
ル
ー
プ
は
遺
物
の
編
み
目
を

図
に
記
し
、
配
置
や
組
み
上
げ

る
回
数
を
計
算
し
た
と
い
う
。

「当
時
も
あ
ら
か
じ
め
組
み
方

を
計
算
を
し
て
い
な
い
と
完
成

は
難
し
い
。
数
の
概
念
が
当
時

あ

っ
た
可
能
性
も
あ
る
」
と
話

し
て
い
る
。
年
内
の
完
成
を
目

指
し
、
完
成
品
は

一
般
公
開
す

る
予
定
。

（甲
斐
弘
史
）
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７０００
年
前
の
編
み
か
ご
復
元

東
名
】掃
で
出
土
縄
文
人
の
文
化
解
明

ヘ

国
内
最
古
級

の
湿
地
性
貝

塚
、

東

名

遺
跡

（
佐
賀
市
金

立
町
）
か
ら
出
土
し
た
約
７
０

０
０
年
前
の
縄
支
時
代
の
編
み

か
つ
の
復
元
作
業
が
８
日
、
佐

賀
市
本
庄
町
の
市
文
化
財
資
料

館
で
行
わ
れ
た
。

作
業
を
公
開
し
た
の
は
、
研

究
者
ら
１０
人

で
作
る

「
あ
み
も

の
研
究
会
」

（
代
表
＝
鈴
木
三

男

。
東
北
大
植
物
園
教
授
）
。

東
名
遺
跡
は
巨
勢
川
調
整
池
建

設
工
事
に
伴
い
、
２
０
０
４
年

か
ら
０７
年
に
か
け

て
市
教
委
が

発
掘
調
査
。
適
度
な
水
分
が
あ

っ
た
た
め
、
保
存
状
態
の
良
い
、

木
や
ツ
ル

で
作

っ
た
編
み
か

む

や
破
片
約
７
０
０
点
が
出
土
し

た
。
研
究
会
が
素
材
な
ど
を
調

べ
た
と
こ
ろ
、
ム
ク

ロ
ジ
と
イ

ヌ
ビ

ワ
の
木
材
を
裂
い
た

「
へ

ぎ
材
」
を
使

っ
て
い
る
こ
と
が

分
か

っ
た
。

二
つ
の
樹
木
は
九
州
に
自
生

し
て
い
る
が
、
編
み
か
つ
に
使

わ
れ
た
例
は
ほ
と
ん
ど
な
く
、

製
作
道
具
が
石
器
し
か
な
い
縄

支
時
代
に

へ
ぎ
材
を
作
る
技
術

は
き
わ
め

て
高
度
だ
と
し
て
、

縄
支
人
の
技
術
や
生
活
、
文
化

の
解
明
に

つ
な
げ
よ
う
と
復
元

を
計
画
し
た
。

へ
ぎ
材
は
、
大

分
県
日
田
市
と
宮
崎
市

で
収
集

し
た
木
材
を
使
い
、
秋
田
県
角

館
市
の
伝
統

工
芸
士
に
委
託
し

て
作

っ
て
も
ら

っ
た
。

復
元
に
挑
戦
し
た
の
は
、
当

時
重
要
な
食
料
だ

っ
た
ド

ン
グ

リ
を
貯
蔵
し
て
い
た
と
見
ら
れ

る
ボ
ー
リ

ン
グ
の
ピ

ン
に
似
た

形
の
編
み
か

Ｄ
。
高
さ
約
９０
考
、

幅
約
６０
考
、

回
径
約
２３
考
の
サ

イ
ズ

で
、
出
土
品
と
同
様
に
ム

ク

ロ
ジ

と

イ

ヌ
ビ

ワ
を

使

っ

て
、
２
個
作
成
す
る
。

作
業
は
６
日
か
ら
始
ま
り
、

研
究
会
の
メ
ン
バ
ー
の
ほ
か
、

東
京
都
な
ど
の
か
つ
の
造
形
作

家
２
人
が
加
わ
り
、
出
土
品
の

実
測
図
を
見
な
が
ら
編
ん

で
い

っ
た
。

完
成
後
は
、
東
名
遺
跡
を
紹

介

す

る

東

名

縄

支

館

（
佐

賀

市

金

立

町

）

で
展

示

す

る

予

定
。製

作
し
た
、
か

つ
造
形
作
家

の
高
宮
紀
子
さ
ん

（
５８
）
は

「
実

際
に
再
現
し
て
み
て
、
当
時
の

技
術
の
高
さ
が
う
か
が
え
ま
し

た
」
と
話
し

て
い
た
。

縄
文
時
代
の
編
み
か
ご
を
復
元
す
る
造
形
作
家
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佐賀市東名遺跡出土

佐賀市
 立 俸房翼老

(ひが しみ ょう)遺 跡か
ら出土 した 7000年 前 の木

製編 み籠 (かご)の 復元

製作実験 が 8日 、佐賀 市
文化財資料館で公 開され

た。籠 は当時、主要 な食

糧だ った ドング リを水漬
け して貯蔵するために使
用 した と考 え られ、関係

者が縄文人 の高 い技術力

や生活状況 に思 いを はせ

た。                     、

実
験
は
、
２
０
０
４
年
か
ら
出

上
し
た
籠
の
素
材
や
編
み
方
（
用

途
を
研
究
し
て
き
た

「あ
み
も
の

研
究
会
」

（会
長
＝
鈴
木
三
男

・

東
北
大
植
物
園
教
授
）
が
企
画
し
、

佐
賀
市
教
委
が
協
力
。
調
査
の
結

果
、
編
み
や
す
い
竹
や
サ
サ
で
な

く
、
ム
ク
ロ
ジ
や
イ
ヌ
ビ
ワ
の
樹

木
を
裂
い
て
テ
ー
プ
状
に
し
た

「
へ
ぎ
材
」
が
使
わ
れ
た
こ
と
が

分
か

っ
て
い
る
。

た
だ
、
へ
ぎ
材
の
製
作
技
術
は

ほ
と
ん
ど
廃
れ
て
お
り
、
秋
田
県

角
館
市
の
伝
統
工
芸
士
に
素
材
作

り
を
委
託
。
出
土
品
か
ら
お
こ
し

東名遺 跡か らの 出土 品 (手前 )を 参 考 に、7000
年前 と同 じ製 法で作 つた木製編み籠 =佐 賀市
本庄 町の市文 化財資料館

肪
宅
卸
「縄
文
人
の
知
恵
に
驚
き
」

た
実
測
図
を
も
と
に
、
３
日
間
を

か
け
て
当
時
と
同
じ
素
材
、
製
法

で
編
み
込
み
、
フ
ジ
の
ツ
ル
を
使

っ
た
装
飾
も
忠
実
に
再
現
し
た
。

鈴
木
教
授
は

「縄
文
時
代
に
は

製
作
道
具
と
し
て
石
器
し
か
な
か

っ
た
の
に
、
へ
ぎ
材
を
作

っ
た
知

恵
や
技
術
に
驚
か
さ
れ
る
。
複
数

の
へ
ぎ
材
を
規
則
正
し
く
ね
じ
っ

た
り
、
挟
み
込
ん
だ
網
代
編
み
や

ご
ざ
目
で
作
ら
れ
て
お
り
、
縄
文

一

人
に

『
数
の
概
念
』
が
あ

っ
た
こ
一

と
が
う
か
が
え
る
」
と
話
す
。

東
名
遺
跡
か
ら
は
、
国
内
最
古

の
湿
地
性
貝
塚
（縄
文
時
代
早
期
）

や
大
量
の
木
製
編
み
籠
、
く
し
な

ど
が
見
つ
か

っ
て
い
る
。

（藤
生
雄

一
郎
）
・一


